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12
月
定
例
県
議
会
は
、11
月
27
日
に
招
集

さ
れ
、12
月
20
日
ま
で
の
24
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続

き
、令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の

議
案
27
件
、報
告
1
件
が
上
程
さ
れ
、知
事

か
ら
提
案
理
由
説
明
と
台
風
15
号
等
に
係

る
災
害
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
指
針
の
策

定
等
、県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
12
月
3
日
か
ら
6
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
代
表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問
は
、24
名

の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を
は
じ
め
、

防
災
対
策
、福
祉
、道
路
、教
育
問
題
等
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、12
月
12
日
か
ら
4
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
議

案
・
請
願
に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
日
に
は
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

委
員
長
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結

果
、平
成
30
年
度
決
算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審
査

結
果
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、

議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
案
件
14

件
が
同
意
さ
れ
、続
い
て
、議
員
発
議
案
20

件
の
う
ち
7
件（
条
例
3
件
、意
見
書
4
件
）

を
可
決
し
、今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
全
て

の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
県
議
会
の

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　
12
月
　
検
索

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
台
風
15
号
・
19
号
及
び
10
月
25
日
の

大
雨
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

▼
私
学
助
成

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策

▼
医
療
費
助
成

▼
C
S
F
対
策

自 民 党

實
じつ

川
かわ

　　隆
たかし

 議員
（山武市・山武郡）

▼
台
風
15
号
・
19
号
及
び
大
雨
へ
の
対
応

▼
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
棟
建
て
か
え

▼
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
通
行
料
金
8
0
0
円

の
恒
久
化

▼
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
高
速
バ
ス
網

▼
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン

▼
少
子
化
対
策
と
し
て
の
給
食
費
無
償
化

立 憲 民

髙
たか

橋
はし

　　浩
ひろし

 議員
（木更津市）

▼
台
風
・
豪
雨
被
害
へ
の
県
の
対
応

▼
河
川
の
氾
濫
・
堤
防
決
壊
へ
の
対
策

▼
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
の
防
災
力
強
化

▼
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

▼
幼
児
教
育
・
保
育
の
環
境
整
備

▼
児
童
虐
待
問
題

千 葉 民

松
まつ

戸
ど

　隆
たか

政
まさ

 議員
（松戸市）

▼
台
風
15
号
・
19
号
及
び
大
雨
関
連
の

対
応
と
提
案

▼
私
立
高
校
の
就
学
支
援

▼
消
費
者
被
害
の
防
止

▼
高
齢
者
の
健
康
支
援
対
策

▼
情
報（
映
像
）バ
リ
ア
フ
リ
ー

▼
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
依
存
対
策

公 明 党

阿
あ

部
べ

　俊
とし

昭
あき

 議員
（柏　市）

12
月
3
日（
火
）

12
月
4
日（
水
）

▽
契
約
の
変
更（
2
件
）

▽
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
が
行
う
高

速
道
路
事
業
の
変
更

▽
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
2
件
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意（
2
件
）

▽
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

▽
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意（
6
件
）

▽
土
地
利
用
審
査
会
委
員
の
任
命
同
意

（
5
件
）

〈
議
員
提
出
〉

◆
条
例
の
一
部
改
正（
3
件
）

▽
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
千
葉
県

議
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例

▽
千
葉
県
政
務
活
動
費
の
交
付
等
に
関

す
る
条
例

▽
千
葉
県
議
会
情
報
公
開
条
例

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

▽「
あ
お
り
運
転
」に
対
す
る
厳
罰
化
と

さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
よ
る
競
争
力

強
化
の
加
速
を
求
め
る
意
見
書

▽
C
S
F
の
早
期
終
息
に
向
け
た
緊
急
か

つ
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
・
発
議
案

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係（
7
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
6
件
）

◆
条
例
の
制
定（
2
件
）

▽
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
千
葉
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正（
9
件
）

▽
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
千
葉
県
知

事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

▽
千
葉
県
県
税
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
情
報
公
開
条
例

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の

編
制
、職
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
千
葉
県
心
身
障
害
者
扶
養
年
金
条
例

▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

◆
条
例
の
廃
止

▽
千
葉
県
卸
売
市
場
条
例

◆
そ
の
他（
22
件
）

▽
契
約
の
締
結（
2
件
）

代
表
質
問

あ
ら
ま
し

　12月定例県議会において、県の新年度予算および関係する議案を
横断的かつ多角的に審査するため、予算委員会が設置されました。

予算委員会の設置

会 派 名 委　員　名

自 民 党

◎ 鈴　木　　　衛 ◯ 中　沢　裕　隆
◯ 小　池　正　昭 武　田　正　光
林　　　幹　人 山　本　義　一
中　村　　　実 茂　呂　　　剛
伊豆倉　雄　太 川　名　康　介
木名瀬　訓　光 髙　橋　秀　典
鈴　木　ひろ子 佐　藤　健二郎

立 憲 民
矢　崎　堅太郎 大　川　忠　夫
菊　岡　たづ子

千 葉 民 松　戸　隆　政 野　田　剛　彦
公 明 党 藤　井　弘　之 仲　村　秀　明
共 産 党 み　わ　由　美
千 翔 会 谷田川　充　丈

一 人 会 派
無所属議員

西尾　憲一（平和党） 小宮　清子（社民党）
プリティ長嶋（県民声） 伊藤　とし子（市民ネ）
岩波　初美（北総ダ） 秋葉　就一（リベ民）
坂下　しげき（無所属） 川井　友則（無所属）
田沼　隆志（無所属） 市原　　淳（無所属）

◎委員長　○副委員長 （令和元年12月20日現在）

会　派　名 略称 議員数
自由民主党千葉県議会議員会 自民党 53人
立憲民主党千葉県議会議員会 立憲民 １0人
千葉民主の会 千葉民 9人
公明党千葉県議会議員団 公明党 8人
日本共産党千葉県議会議員団 共産党 2人
千翔会 千翔会 2人
平和の党 平和党 1人
社民党 社民党 1人
千葉県民の声 県民声 1人
市民ネットワーク 市民ネ 1人
北総ダッシュの会 北総ダ 1人
リベラル民主 リベ民 1人
無所属議員 無所属 4人

会派別議員数

定数94人  現員94人 （令和元年12月20日現在）
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こ
の
指
針
を
基
に
支
援
策
の
充
実

と
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
一
日
も

早
い
被
災
者
の
生
活
再
建
、
産
業
の
再

生
と
本
県
の
さ
ら
な
る
地
域
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
に
よ
る
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

問　

一
連
の
災
害
で
発
生
し
た
災
害
廃

棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
県
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

の
か
。

答　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
個
々
の

市
町
村
で
は
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が

困
難
な
場
合
に
は
、
県
内
市
町
村
間
の

協
定
に
よ
り
、
被
災
市
町
村
か
ら
他
の

市
町
村
へ
の
応
援
要
請
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
一
連
の
災
害
に
お
い
て
、
県

で
は
、
同
協
定
等
に
基
づ
く
広
域
処
理

が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
処
理
の
受
け
入

れ
が
可
能
な
市
町
村
名
や
受
け
入
れ

条
件
な
ど
を
被
災
市
町
村
に
情
報
提

供
し
、
そ
の
結
果
、
南
房
総
地
域
や
長

生
地
域
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
葛

南
地
域
等
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
と
し
て
、
千
葉
県
産
業
資

源
循
環
協
会
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
同

協
会
に
協
力
を
要
請
し
、
県
内
の
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
を
活
用
し
た
広
域

的
な
処
理
体
制
を
構
築
し
た
と
こ
ろ

災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興

問　

甚
大
な
台
風
等
の
被
害
を
踏
ま

え
、
令
和
元
年
度
12
月
補
正
予
算
は
、

ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て
編
成
し

た
の
か
。
ま
た
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
た
の
か
。

答　

被
災
し
た
人
々
が
、
一
日
も
早
く

元
の
生
活
に
戻
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
ほ
し
い
、
そ
し
て
、
「
千
葉
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
「
農
業
や
経
営
を
諦
め

ず
に
続
け
て
よ
か
っ
た
」
と
、
感
じ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

決
意
し
、
今
回
の
補
正
予
算
を
編
成

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
住
家
の
一
部
損
壊
や
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
、
中
小
企
業

の
再
開
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
被

災
者
や
市
町
村
の
負
担
軽
減
を
念
頭

に
、
補
助
対
象
の
拡
充
や
補
助
率
の
か

さ
上
げ
な
ど
、
通
常
よ
り
も
踏
み
込
ん

だ
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
主
に
国

庫
補
助
金
の
ほ
か
、
災
害
時
の
備
え
と

し
て
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
災
害

復
興
・
地
域
再
生
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
切

る
こ
と
で
な
ん
と
か
確
保
し
た
が
、
今

後
、
国
に
対
し
、
特
別
交
付
税
措
置
等

に
つ
い
て
も
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

今
後
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
で
は
、
こ
の
た
び
の
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
10
月
21
日
に
復

旧
・
復
興
本
部
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
13
日
に
は
、
県
が
取
り

組
む
各
種
復
旧
・
復
興
支
援
策
の
全
体

像
を
県
民
に
示
す
も
の
と
し
て
、
災
害

復
旧
・
復
興
指
針
を
策
定
し
た
。

で
あ
り
、
路
上
に
堆
積
さ
れ
た
廃
棄
物

の
撤
去
や
、
瓦
や
が
れ
き
等
の
災
害
廃

棄
物
の
処
理
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

問　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
再

建
に
向
け
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

答　

県
で
は
、
今
回
の
一
連
の
台
風
お

よ
び
大
雨
で
被
害
を
受
け
た
中
小
企

業
に
対
し
、
発
災
直
後
か
ら
、
相
談
窓

口
の
設
置
や
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資

金
に
よ
る
低
利
融
資
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
復
旧
や
再
建
を
加
速
化
す

る
た
め
に
は
、
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
た
め
、
被
災
中
小
企
業
の
事
業

活
動
の
再
開
に
必
要
な
費
用
に
対
し
、

補
助
率
４
分
の
３
、
上
限
額
を
１
千
万

円
と
す
る
補
助
や
、
商
店
街
施
設
等

の
復
旧
費
用
に
対
し
て
も
、
補
助
率

３
分
の
２
、
上
限
額
を
５
０
０
万
円
と

す
る
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
、
両
事
業

に
つ
い
て
、
12
月
補
正
予
算
案
に
計
上

し
た
。

　

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
国
や
市

町
村
、
商
工
団
体
等
と
連
携
し
、
被
災

中
小
企
業
の
一
日
も
早
い
再
建
に
向
け

て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に

際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
住
民
お
よ
び

土
地
や
建
物
所
有
者
の
十
分
な
理
解

が
重
要
と
考
え
、
指
定
へ
の
同
意
を
得

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
住
民
説
明

会
の
開
催
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
個

別
に
回
答
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
説
明
を

行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
指
定
手
続
き

に
時
間
を
要
し
て
い
た
。

　

今
回
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と

を
重
く
受
け
と
め
、
「
人
命
第
一
」
の

考
え
に
基
づ
き
、
指
定
に
向
け
た
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
他
県
の
事
例
を
参
考

に
、
法
制
度
の
趣
旨
や
土
砂
災
害
の
危

険
性
の
周
知
に
重
点
を
置
く
こ
と
に

改
め
、
次
期
出
水
期
前
の
令
和
２
年
５

月
末
ま
で
に
指
定
率
50
％
、
そ
の
１
年

後
ま
で
に
指
定
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

　

な
お
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
、
指
定
に
必
要
な
基
礎
調
査
を

今
年
度
中
に
完
了
さ
せ
、
併
せ
て
、
避

難
勧
告
等
が
指
定
予
定
箇
所
の
住
民

に
確
実
に
伝
わ
る
よ
う
、
市
町
村
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

児

童

虐

待

防

止

対

策

問　

今
回
の
検
証
結
果
を
受
け
、
今
後

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答　

今
後
、
二
度
と
死
亡
事
件
が
起
き

な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
、
す
べ
て
の
児

童
相
談
所
職
員
が
検
証
報
告
書
の
内

容
を
理
解
し
、
自
身
の
日
々
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
ク
で
活
用
・
実
践
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
「
子
ど
も
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
速
や
か
に
改
正
し
、
児
童
虐

待
に
適
切
に
対
応
す
る
。

　

さ
ら
に
、
児
童
相
談
所
の
組
織
の
見

直
し
や
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、

専
門
職
の
増
員
や
研
修
の
充
実
な
ど

に
よ
り
、
児
童
相
談
所
の
機
能
の
一
層

の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

　

今
回
検
証
委
員
か
ら
も
ら
っ
た
提

言
や
「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
条
例
」
の
改
正
お
よ
び
附
帯
決
議
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
今
年
度
策
定
す

る
次
期
「
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
基

本
計
画
」
に
盛
り
込
み
、
着
実
に
実
行

し
、
事
案
の
再
発
防
止
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

医
療
費
助
成

問　

重
度
心
身
障
害
者
児
医
療
給
付

改
善
事
業
に
つ
い
て
、
精
神
障
害
者
へ

の
対
象
の
拡
大
に
向
け
た
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
本
年
２
月
の
県
議
会
に

お
い
て
、
精
神
障
害
者
を
本
制
度
の
対

象
と
す
る
方
針
を
表
明
し
、
こ
れ
ま

で
、
対
象
と
す
る
障
害
の
程
度
や
医
療

の
範
囲
な
ど
、
制
度
の
具
体
的
な
内
容

や
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
市
町
村
と
の

協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
人
を
対
象
と
す
る
こ

と
、
診
療
科
を
問
わ
ず
入
院
・
通
院
を

対
象
と
す
る
こ
と
で
、
お
お
む
ね
市
町

村
の
合
意
が
得
ら
れ
た
。

　

今
後
は
、
制
度
の
実
施
主
体
で
あ
る

市
町
村
が
、
来
年
度
中
に
対
象
者
の
拡

大
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
へ
の

説
明
や
医
療
機
関
・
県
民
へ
の
周
知
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

Ｃ
Ｓ
Ｆ
対
策

問　

野
生
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
対
策
の

さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　

今
般
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）
の

拡
大
は
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
介
し
て
の

感
染
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
養
豚
場
の
豚
へ
の
感

染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
防
止
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
野
生
イ
ノ
シ

シ
の
養
豚
場
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
た

め
の
柵
の
設
置
に
要
す
る
経
費
に
対

し
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
、

生
産
者
の
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る

た
め
、
国
の
補
助
に
上
乗
せ
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上

し
た
。

　

ま
た
、
県
外
か
ら
入
っ
て
く
る
野
生

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
感
染
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
県
境
近
く
に
位
置
し
、
か

つ
養
豚
場
が
存
在
す
る
銚
子
市
、
旭
市
、

成
田
市
、
印
西
市
、
香
取
市
、
東
庄
町

を
重
点
エ
リ
ア
に
設
定
し
、
県
に
よ
る

捕
獲
を
開
始
し
、
市
町
村
と
連
携
し
て

捕
獲
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

問　

依
存
症
予
防
対
策
と
し
て
、
教
職

員
の
対
応
力
向
上
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

予
防
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
ネ
ッ

ト
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
過
ぎ
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

各
学
校
に
お
い
て
決
め
ら
れ
た
利
用
時

間
を
守
る
態
度
を
育
む
こ
と
な
ど
を
、

道
徳
や
特
別
活
動
を
通
じ
指
導
し
て

き
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
ゲ
ー
ム
等
が
や
め
ら

れ
な
い
依
存
症
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
本
年
３
月
、
国
が
作
成
し
た
指

導
資
料
に
お
い
て
、
「
ゲ
ー
ム
障
害
」

が
疾
病
に
該
当
す
る
こ
と
、
家
庭
・
専

門
医
療
機
関
と
連
携
し
つ
つ
原
因
と
な

る
ス
ト
レ
ス
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
し
ネ
ッ
ト

依
存
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
、
新
た
に
、
教
員
を
対
象
と
す
る

研
修
会
に
専
門
医
療
機
関
か
ら
講
師

を
招
き
、
依
存
症
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
関
す
る
講
義
を
受
け
る
な
ど
、

対
応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

が
ん
セ
ン
タ
ー

問　

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
新
棟
建
て
替
え

に
つ
い
て
は
、
工
期
が
３
カ
月
延
長
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
診
療
や
建
設
費

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　

建
築
現
場
か
ら
発
見
さ
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
等
の
埋
設
物
処
理
の
た
め
、

工
期
内
の
完
成
が
困
難
と
な
り
、
工
期

を
約
３
カ
月
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
新
棟
の
オ
ー
プ
ン
は
、

令
和
２
年
秋
ご
ろ
に
な
る
予
定
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
引
き
続
き
、

既
存
の
施
設
お
よ
び
設
備
に
よ
り
、
診

療
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
工
期
の
延
長
に
伴
い
工
事
監

理
費
や
現
場
事
務
所
の
維
持
経
費
等

と
し
て
、
１
億
５
千
万
円
程
度
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

新
し
い
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
機
能

を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
着
実
に
整

備
を
進
め
て
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

わなで捕獲したイノシシ

がんセンター新棟完成予定図
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県土整備常任委員会 文教常任委員会

　10月25日の大雨により被害が発
生した西印旛沼の漏水の応急対策と
して、半月型に土のうを積み、そこに
水をためることで水圧を弱め、漏水
口が広がることを防ぐ水防工法（月
の輪工法）について調査しました。

　県立中央図書館および県立青
葉の森公園内の新県立図書館等
複合施設建設予定地の現状につ
いて調査しました。

水防工法
（月の輪工法）の調査

新県立図書館の
整備に向けて

調査先：高崎川、西印旛沼（佐倉市） 調査先：県立中央図書館、新県立図書館等複合施設建設予定地（千葉市中央区）

調査日：令和元年12月12日（木） 調査日：令和元年12月13日（金）

常任委員会では、それぞれの所管する事項の審査の参考とするため、現場に出向いて調査活動を行っています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。常任委員会活動報告

西印旛沼において水防工法（月の輪工法）の説明を受ける委員 建設予定地の現状について説明を受ける委員

千葉県  常任委員会　 検索

問
　
被
災
者
へ
の
住
宅
再
建
支
援
等

に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

今
回
の
災
害
で
は
、
約
6
万
棟
の

住
宅
が
一
部
損
壊
と
認
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
「
も
う
一
度
立
ち
上
が
ろ
う
」

と
い
う
被
災
者
の
気
持
ち
を
後
押
し

す
る
た
め
、
県
で
は
、
国
の
交
付
金
等

の
上
限
30
万
円
に
、
県
独
自
の
上
乗
せ

を
行
い
、
被
災
者
に
対
し
最
大
で
50
万

円
の
支
援
を
行
う
新
た
な
助
成
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
の
助
成
の
対
象
外
と

な
る
一
部
の
住
宅
に
も
支
援
を
行
う
な

ど
、
助
成
対
象
の
拡
充
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
生
活
再
建
が
迅
速

か
つ
円
滑
に
進
む
よ
う
、
市
町
村
の
相

談
窓
口
へ
の
職
員
派
遣
や
、
住
宅
修
理

を
必
要
と
さ
れ
る
人
に
対
す
る
、
関
係

団
体
を
通
じ
た
業
者
の
紹
介
な
ど
、
引

き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

住
　
　
宅
　
　
編

議会トピックス ～災害支援特集～ 今回の質問の中から災害支援に関する話題をお届けします。

問
　
農
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
般
の
台
風
等
に
よ
る
被
害
は
、

県
内
の
広
域
に
わ
た
っ
て
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
甚
大
な
も

の
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
農
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
厚
い

支
援
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
特
に
被
害
が
多
か
っ

た
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
等
の
再
建
・

修
繕
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
国
が
行

う
補
助
に
従
来
よ
り
も
多
い
上
乗
せ

を
行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
の
骨
組
み
な
ど
の
強
化
を
行
う

経
費
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
上
乗
せ
を

す
る
。

　

こ
の
他
、
ビ
ワ
園
へ
の
進
入
路
を
ふ

さ
ぐ
倒
木
の
除
去
や
、
長
期
の
停
電
等

で
死
亡
し
た
家
畜
の
補
充
に
対
す
る

支
援
、
経
営
の
再
建
に
必
要
な
資
金
の

無
利
子
貸
し
付
け
な
ど
も
行
う
。

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
被
災
農
業
者

に
、
支
援
策
が
早
く
正
確
に
伝
わ
る
よ

う
努
め
る
と
と

も
に
、
農
業
者

の
速
や
か
な
経

営
再
建
に
向

け
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で

い
く
。

農
　
　
業
　
　
編

問
　
水
産
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　

水
産
業
に
お
い
て
も
暴
風
雨
や
波

浪
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
多
く
の
施
設

や
漁
船
、
漁
港
が
被
災
し
、
特
に
富
津

市
か
ら
南
房
総
市
に
か
け
て
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
漁
協
の
漁
具
倉

庫
な
ど
共
同
利
用
施
設
の
復
旧
に
つ
い

て
、
国
の
事
業
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
国
の
事
業
対
象
と
な

ら
な
い
漁
協
直
営
食
堂
や
漁
船
な
ど
に

つ
い
て
も
、
県
独
自
で
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
漁
港
に
つ
い
て
は
、
損
壊
し

た
防
波
堤
等
の
修
繕
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

県
で
は
、
関
係
市
町
や
関
係
団
体

と
連
携
し
て
漁
業
関
係
施
設
の
一
日
も

早
い
復
旧
を
進
め
、
漁
業
者
が
被
災

を
乗
り
越
え
て
、

漁
業
活
動
を
再

開
し
、
力
強
い

産
地
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ

う
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

水
　
産
　
業
　
編

問　

来
年
以
降
、
規
模
の
大
き
な
台
風

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
予
防
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

県
庁
全
体
で
危
機
意
識
を
共
有

し
、
市
町
村
へ
の
情
報
連
絡
員
の
迅
速

な
派
遣
、
県
・
市
町
村
の
保
有
備
蓄
物

資
の
情
報
共
有
、
倒
木
除
去
に
係
る

協
定
の
締
結
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

台
風
15
号
等
の
対
応
を
踏
ま
え
、

災
害
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
た
め
、

県
営
水
道
給
水
区
域
11
市
と
は
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
す
る
の
か
。

答　

各
市
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化

に
向
け
、
当
時
の
状
況
等
を
共
有
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
応
急
給
水
や
情

報
共
有
の
方
法
な
ど
、
よ
り
良
い
体
制

の
構
築
を
検
討
す
る
。

問　

千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
計
画
に
す
る
の
か
。

答　

新
た
な
基
本
計
画
は
、
本
県
に
お

け
る
児
童
虐
待
防
止
対
策
を
体
系
的

に
ま
と
め
た
、
基
本
的
か
つ
総
合
的
な

計
画
と
す
る
予
定
で
あ
り
、
児
童
虐
待

の
防
止
、
児
童
相
談
所
の
強
化
、
社
会

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
す
る

家
庭
的
養
育
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
3
つ
を
柱
と
し
て
、
具
体
的
な

取
り
組
み
や
数
値
目
標
等
を
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
。

問　

台
風
15
号
等
で
損
壊
し
た
家
屋

の
撤
去
が
、
今
後
、
市
町
村
に
お
い
て

本
格
化
し
て
い
く
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

台
風
15
号
お
よ
び
19
号
に
よ
る

損
壊
家
屋
の
解
体
費
用
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
も
国
へ
要
望
を
行
い
、
全
壊
に

加
え
半
壊
家
屋
も
国
の
補
助
対
象
と

な
っ
た
。

　

県
で
は
、
損
壊
家
屋
の
撤
去
に
係

る
事
務
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

過
去
の
事
例
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

や
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

市
町
村
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
適
切

に
支
援
し
て
い
く
。

問　

台
風
被
害
を
受
け
た
本
県
に
お

い
て
、
宿
泊
料
金
な
ど
を
割
り
引
く

ふ
っ
こ
う
割
の
実
施
見
込
み
は
ど
う

か
。

答　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
ふ
っ
こ

う
割
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
完
了
の
事

業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
議
決
後
、
速
や

か
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問　

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
復
旧
を
支

援
す
る
事
業
に
お
い
て
、
12
月
3
日

に
発
表
さ
れ
た
、
国
の
新
た
な
支
援

策
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
。

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

答　

借
り
て
い
る
、
ま
た
は
、
貸
し
て

い
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
が
、
支
援
の
対

象
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
支
援
策
な
ど
を
記

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
農

協
の
広
報
誌
に
折
り
込
む
な
ど
に
よ

り
、
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

流
域
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
従

来
の
特
別
会
計
か
ら
地
方
公
営
企
業

法
の
特
別
会
計
に
移
行
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
は
何
が
変
わ
る

の
か
。

答　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
特

別
会
計
は
、
複
式
簿
記
に
よ
り
取
引

が
記
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
貸
借
対
照

表
や
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表

が
作
成
さ
れ
、
現
在
の
保
有
資
産
の
価

値
や
、
企
業
債
等
の
負
債
の
状
況
な
ど
、

事
業
全
体
の
経
営
状
況
が
よ
り
明
確

に
な
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
は
、
ど
の
よ
う
な
学
校
に
配
置
す

る
の
か
。

答　

災
害
発
生
後
、
休
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
学
校
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
過
密
に
な
っ
た
り
、
補
習
授
業
等
で
、

教
職
員
に
大
き
な
負
担
が
掛
か
っ
て
い

る
状
況
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

要
望
が
あ
っ
た
学
校
に
配
置
し
て
い
く
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

主な質疑から
各常任委員会の
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▼
災
害
後
の
防
災
対
応

▼
湾
岸
地
域
に
お
け
る
規
格
の
高
い
新

た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
新
県
立
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備

▼
救
急
安
心
電
話
相
談
の
今
後

▼
災
害
対
策

▼（
仮
称
）押
切
橋

▼
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
13
号
二
俣
高

谷
線

▼
県
立
現
代
産
業
科
学
館

▼
防
災

▼
第
二
東
京
湾
岸
道
路
を
核
と
し
た
総

合
戦
略

▼
千
葉
み
な
と
緑
地
整
備
事
業

▼
幕
張
新
都
心
の
公
共
交
通

▼
農
業
被
害
へ
の
支
援

▼
村
田
川
・
養
老
川
等
河
川
管
理

▼
高
滝
ダ
ム
等
の
管
理

▼
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災

自民党

佐
さ

野
の

　彰
あきら

 議員
（千葉市中央区）

12
月
５
日（
木
）

自民党

鈴
すず

木
き

　衛
まもる

 議員
（市川市）

自民党

宍
しし

倉
くら

　登
のぼる

 議員
（千葉市花見川区）

立憲民

菊
きく

岡
おか

　た
た

づ
づ

子
こ

 議員
（市原市）

▼
県
民
生
活
を
支
え
る
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

▼
命
を
守
る
政
策

▼
安
心
で
快
適
な
生
活
を
支
え
る
政
策

▼
県
民
の
命
と
生
活
を
守
る
災
害
対
策

▼
投
票
所
入
場
券
の
性
別
表
記

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

▼
千
葉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
対
策
強
化

▼
歩
行
困
難
者
等
に
対
す
る
信
号
機
の
整
備

▼
印
旛
沼
と
周
辺
の
治
水
対
策

▼
避
難
所
の
非
常
時
発
電
設
備

▼
新
品
種
米「
粒
す
け
」

▼
道
路
問
題

▼（
仮
称
）三
郷
流
山
橋

▼
県
道
松
戸
野
田
線
流
山
市
南
以
北
の
4
車
線
化

▼
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
土
地
区
画
整
理
事
業

▼
児
童
相
談
所
管
轄
区
域
変
更
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

▼
防
災
・
減
災
問
題

▼
医
療
問
題

▼
補
助
犬

▼
教
育
問
題

無所属

坂
さか

下
した

 し
し

げ
げ

き
き

 議員
（市川市）

公明党

横
よこ

山
やま

　秀
ひで

明
あき

 議員
（八千代市）

12
月
６
日（
金
）

自民党

伊
い

藤
とう

　昌
まさ

弘
ひろ

 議員
（佐倉市・印旛郡酒々井町）

自民党

武
たけ

田
だ

　正
まさ

光
みつ

 議員
（流山市）

千翔会

谷
や

田
た

川
がわ

 充
みつ

丈
たけ

 議員
（香取市・香取郡神崎町・香取郡多古町）

▼
防
災（
台
風
・
大
雨
対
応
を
中
心
に
）

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化

▼
東
葉
高
速
鉄
道

▼
県
道
の
八
千
代
西
高
校
入
口
丁
字
路

へ
の
右
折
レ
ー
ン
設
置

▼
習
志
野
３
河
川
の
水
位
監
視

▼
県
営
水
道
の
災
害
対
策

▼
避
難
所
に
お
け
る
環
境
改
善

▼
水
防
倉
庫
の
備
蓄
資
材

▼
今
般
の
台
風
被
害
と
防
災
体
制

▼
消
防
広
域
化

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
・
地
球
温
暖
化

対
策

▼
サ
ポ
カ
ー
補
助

▼
災
害
対
策

▼
中
小
企
業
振
興
資
金
事
業

▼
債
権
管
理

▼
障
害
者
対
応

リべ民

秋
あき

葉
ば

　就
しゅう

一
いち

 議員
（八千代市）

自民党

伊
い

藤
とう

　寛
ひろし

 議員
（習志野市）

12
月
９
日（
月
）

自民党

髙
たか

橋
はし

　祐
ゆう

子
こ

 議員
（富里市）

自民党

伊
い

豆
ず

倉
くら

 雄
ゆう

太
た

 議員
（市原市）

千葉民

田
た

中
なか

　信
のぶ

行
ゆき

 議員
（千葉市若葉区）

▼
台
風
15
号
等
へ
の
対
応

▼
交
通
事
故
対
策

▼
違
法
薬
物
対
策

▼
児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
対
策

▼
台
風
15
号
・
19
号
・
21
号
の
大
規
模

災
害
対
策

▼
鉄
道
問
題

▼
教
育
問
題

▼
八
街
警
察
署
問
題

▼
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
農
業
問
題

▼
河
川
問
題

▼
道
路
問
題

▼
児
童
相
談
所

▼
県
立
学
校
で
の
取
り
組
み

▼
大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応

▼
外
国
人
人
材

▼
災
害
時
の
対
応

▼
医
療
問
題

▼
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
不
足

▼
水
産
業
の
振
興

県民声

プ
ぷ

リ
り

テ
て

ィ
ぃ

長
なが

嶋
しま

 議員
（市川市）

自民党

山
やま

本
もと

　義
よし

一
かず

 議員
（八街市）

12
月
10
日（
火
）

自民党

鶴
つる

岡
おか

　宏
ひろ

祥
よし

 議員
（茂原市）

立憲民

大
おお

﨑
さき

　雄
ゆう

介
すけ

 議員
（船橋市）

自民党

森
もり

　岳
がく

 議員
（木更津市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　
12
月
　

検
索

▼
財
政
状
況

▼
児
童
虐
待

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
促
進

▼
八
ッ
場
ダ
ム

自民党

瀧
たき

田
た

　敏
とし

幸
ゆき

 議員
（印西市・印旛郡栄町）

一
般
質
問

12月定例県議会 知事あいさつ 
　議案の提案理由の説明に先立ちまして、まず、先般
の相次ぐ台風と大雨により、亡くなられた方のご冥福
をお祈り申し上げますとともに、被災した全ての皆さ
まに、心よりお見舞いを申し上げます。
　記録的な暴風雨となった台風15号および19号は、
本県に広範囲で長期的な停電や断水、膨大な数の住宅
の損壊、過去最大規模の農林水産業の損害など、これ
までにない甚大な被害をもたらしました。
　さらに、10月25日の大雨では、わずか半日で1か月
分の猛烈な雨が降り、土砂崩れや河川の氾濫により、
11名がお亡くなりになるとともに、大規模な床上・床
下浸水や多数の帰宅困難者の発生など、再び大きな被
害を受けました。
　このような中、国からは、激甚災害の早期指定や被
災者支援策の充実など迅速に対応していただいた他、
全国の皆さまからも、ボランティア活動や義援金など、
本県に多くの温かいご支援をいただきました。
　この場をお借りして、心からの御礼を申し上げます。
　県としては、本格的な復旧・復興の取り組みを総合
的かつ計画的に推進するとともに、市町村の取り組み
を支援するため、11月13日に、「千葉県災害復旧・復興
に関する指針」を策定したところであり、今後は、この
指針に基づき、被災した皆さまが、前を向いてがんばろ
う、という気持ちを持っていただけるよう、県議会の皆
さまとも手を携えて、オール千葉で取り組んでまいり
たいと考えております。
　なお、このたびの一連の災害に係る県の対応につい
ては、私自身の行動も含め、十分ではなかった点、適切と
は言えなかった点などもあったものと考えております。
　これまで、庁内でプロジェクトチームを立ち上げ、課
題等の洗い出しを行っているところですが、今月22日
には、専門的見地からのご意見をいただくための、1回
目の検証会議を開催しました。

　会議においては、初期段階の情報収集や私自身の
行動も含めた指揮体制の在り方、職員に対する配備指
令の伝達が未実施であったことなどについて、問題が
あったのではないか、というご意見をいただいたとこ
ろです。
　私としましては、ご批判を重く受け止め、深く反省し
ており、今回のことを教訓として、一層の精進をしてい
かなければならないと考えております。
　今後、さらに検証を進めてまいりますが、ご指摘を受
けた点などについては、次なる災害に備え、防災・減災
対策にしっかりと反映してまいります。
◎令和元年度一般会計の主な補正予算案
　今回の補正予算は、台風15号・19号および10月
25日の大雨からの本格的な復旧・復興に向けた対策
として、「一部損壊の住宅への支援など被災者の生活
再建」、「農林漁業者や中小企業の事業再開に向けた支
援」、「インフラや学校施設等の復旧」などに係る経費を
計上しました。

　その他、主な事業・提案された議案の概要についての説
明や「児童虐待死亡事例等検証委員会の答申」についての
報告がありました。
　知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧になれます。

千葉県議会　知事あいさつ　 検索

千葉県議会
インターネット中継
　インターネットで本会議、
予算委員会の生中継および
録画中継（過去3
年分）をご覧いた
だけます。

検 索千葉県議会中継

令和2年2月定例県議会 会期および議事・委員会予定（素案）

月　日 議事・委員会予定 開議予定時間
2月13日（木）開会　　 TV 午前10時～
19日（水）質疑並びに一般質問　　 TV 〃
20日（木）　　〃　　 TV 〃
21日（金）　　〃   〃
25日（火）　　〃   〃
26日（水）　　〃   〃
27日（木）　　〃   〃

3月 2日（月）予算委員会　　 TV 午前10時30分～
3日（火）　　〃   〃
4日（水）　　〃   〃
　5日（木）常任委員会（健康福祉・文教） 午前10時～
　　6日（金）　　〃　　（総合企画企業・商工労働） 〃

9日（月）　　〃　　（環境生活警察・県土整備） 〃
10日（火）　　〃　　（総務防災・農林水産） 〃
13日（金）閉会   午後1時～
…チバテレで生放送されます。TV

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。
…パソコン、スマートフォンなどでインターネット中継をご覧になれます。


